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砧地域ご近所フォーラム 明日をはぐくむ１０（＋１）年のわ 
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 （安心して暮らせる砧地域 顔の見える関係づくり） 
 

１．はじめに 

砧地域ご近所フォーラムは、いつまでも安

心して暮らせる砧地域を目指して顔の見える

関係づくりを進めることを目的に平成２２年

に始まった。医師・歯科医師・薬剤師などの

医療関係者、高齢・障害・子育ての支援者、

大学、行政、その他砧地域で活動している多

彩な人材で構成された実行委員会が、地域を

支える各種団体や住民の協力を得て発信し続

ける形は、砧地域ご近所フォーラムならでは

の特色である。令和３年３月には新型コロナ

ウイルス感染拡大のために、１年延期された記念すべき第１０回がオンラインという新しい形式で開

催された。砧地域で活動している多彩な人材が１０年という長い期間実行委員会を運営し、地域づく

りの活動を住民とともに行ってきたことは他に例を見ない。砧地域ご近所フォーラムは新型コロナウ

イルスを乗り越えて、子どもから高齢者、障害者など幅広い分野を通じて繋がりをより強固に、そし

て新しい繋がりも創造していく。 

２．取り組み 

 砧地域ご近所フォーラムは、１０年の間に様々なテーマと地域の活動を取り上げてきた。第１０回

という節目に何をテーマとしていくか多くの意見が実行委員会で出された。その中で、いままでご近

所フォーラムで取り上げてきた活動が年月を経てどのように進化したかを、また地域の繋がりが発展

していく中で、開始から１０年が経った砧地域で新しく生まれた活動も取り上げようという試みを加

えて第１０回の記念すべきご近所フォーラムを開催しようと準備が始まった。しかし、新型コロナウ

イルスは地域の多くの活動を制限することとなった。ご近所フォーラムも例外ではなく、令和２年３

月の開催は延期となった。その後、１年の延期を経て取り上げる内容を発展させ、また新しい開催形

式を模索し１０（＋１）として令和３年３月２０日に開催する運びとなった。 

そして、現在、第１１回砧地域ご近所フォーラムは、「よってらっしゃい♪ みてらっしゃい♪ 新

しい手も 繋がっている手も離さない！」をテーマに、令和４年３月１９日のオンライン開催に向け

準備を進めている。コロナ禍にあっても様々な工夫で地域の繋がりをはぐくんでいる活動を取り上

げ、新たな繋がりや世代を越えた繋がりなどを地域でどのようにはぐくんでいくのか、参加者の皆さ

んと一緒に考えていきたい。 

３．結果 

 新型コロナウイルス感染拡大は、多くの活動を制限した一方で、地域における繋がり続けることの
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難しさ、またその重要性を再認識するきっかけとなった。第１０回の砧地域ご近所フォーラムでは 

１０年の間に発展した活動、そして新型コロナウイルス感染の脅威に対応しながら地域との繋がりを

実践している一例を示した素晴らしいフォーラムとなった。新しい開催形式を取り入れたことはご近

所フォーラムのさらなる飛躍のきっかけにもなった。しかし、オンライン開催ではパソコンやインタ

ーネットに不慣れな方には参加することが難しいという課題も考えられた。 

４．考察と今後の課題 

砧地域ご近所フォーラム実行委員会は、多職種の実行

委員が顔を合わせて開催準備を行うだけでなく、情報交

換を行う場でもある。１０年の間に形成された顔の見え

る関係は時を経てより強固で貴重なものとなった。その

歴史の中でご近所フォーラムは多くの住民の参加を経て

地域に根ざすものとなった。そしてご近所フォーラムは

安心して暮らせる砧地域のための情報を発信し、集いの

場を作ってきた。一方で、第１０回ではオンライン開催

という新しい形式を取り入れたものの、多くの方が参加

しやすいものではないことも考えられた。しかし、今後も砧地域ご近所フォーラムが住民とともに地

域づくりを行っていくために、さらなる工夫を加えてより多くの世代を呼び込んでいくことを課題と

して第１１回砧地域ご近所フォーラムの開催準備を進めていく。「いや～砧地域ってやっぱりいいまち

なんですね、それでは令和４年３月１９日も元気に笑顔で楽しくお会いしましょう。」 
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＜助言者コメント＞  杉原 たまえ（東京農業大学国際食料情報学部国際農業開発学科教授） 
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「砧地域ご近所フォーラム」では、平成 22 年の開設以来、「認知症」から「災害」、「高齢・孤独生活」、

「近所や地域の輪」へと範囲を取り組むテーマを拡充されてきました。ご近所フォーラム参加者数も 250
名から近年は 400 名を超えるようになり、地域での浸透ぶりがうかがえます。昨年の記念すべき第 10
回のフォーラムはコロナ禍により開催できなかったものの本年はオンラインという新たな形式に展開

し、地域の新たなつながりを促す契機となったようです。その成果は「第 10 回砧地域ご近所フォーラ

ム 2021」として YouTube で公開されています。私も、大変興味深く拝見させていただきましたが、こ

れまでの 10 年を認知症や災害をテーマに振り返り、さらにユニバーサル就労や地域企業とのコラボと

いう新たな取り組みについても取り上げられ、砧地区ならではの課題もあれば、世田谷区内のみならず

全国的にも共有できる重要な課題やユニークな切り口が提示されていました。 
  

次回のご近所フォーラムでは、これまでと異なる生活環境下で各団体の活動をどのようにつなげてい

くのか、また世代を超えて活動をどのように継承していくのか、つまり地域包括ケアの「横」と「縦」

のつながりがテーマとなっているようです。参加者のみなさんの属性は、６割が医療・介護・福祉関係

者で、地域在住高齢者は 1 割くらいとのことですが、多くの住民参加を促すことによって、多様な担い

手による包括的・重層的支援がさらに活かされるのではないでしょうか。対面とオンラインのハイブリ

ッド開催は、種々の制約から当日参加できない方々との情報共有を可能とし、YouTube などで配信され

る動画に簡単な英語訳などをつけていただけば、世田谷区人口の 2.5％(約 23,000 人)を占める外国人居

住者の方々も有用な情報にアクセスでき、とても役立つのではないかと思います。 
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